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1907.1.23 Born
1929.3      (age 22) Graduated from Kyoto Imperial University
1932         (age 25) Lecturer, Kyoto Imperial University

1939.5    (age 32) Professor, Kyoto Imperial University
1949       (age 42) Visiting Professor, Columbia University
1949.12  (age 42) Nobel Prize
1981.9.8 (age 74) Passed away

1933.5.13 (age 26) Lecturer, Osaka Imperial University
1934.11    (age 27) His first paper submitted   (       Nobel Prize)
1936.3.31 (age 29) Associate Professor, Osaka Imperial University
1938.4.5  (age 31) Ph.D., Osaka Imperial University

Hideki Yukawa
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第1部
京大から
阪大講師に

26歳、1933年

第2部
中間子論から
3年半、
博士号取得

31歳、1938年
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Yukawa kept all notes, paper drafts, lecture drafts, letters, 
….  in order, in a neat, original, artistic manner.

These documents were discovered at Kyoto University and at 
his house in the 80’s and have been archived at YITP.

Documents in the Osaka Imperial Univ period:

  See the homepage of Yukawa Memorial, Osaka University

        https://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp

Yukawa’s Doctor Thesis (Ph.D.)  (1938)

   application documents, judging process, report …

Preserved in a storage room, found in 2020.  

   —  Osaka University Archives

Historical Documents
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Envelopes tell us about life in the 30’s.

Aesthetics

Yukawa’s filing system

modern Japanese calligraphy
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Paper draft (Nov 1)

56
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�0 ray

10 October 1934    Fair,  Hot
Woke up at 6:30 am.

Told Sakata about the idea of      ray.

Practiced baseball at Dojima ground at 4:30 pm.
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11 October 1934    Fair,  Hot

Discussed with Kikuchi et al about     ray.
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Yukawa’s diary

Talk draft (Oct 27)
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A sense of mission with courage and heart.

Phys colloquium 1935.12.19

Cohesive force in metals

Phys colloquium 1936.5.21

Ferromagnetism 

in Fe, Co, Ni

Explain to, educate, and stimulate

colleagues & students
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The best friend/rival
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From Tomonaga to Yukawa, 1933

Nuclear force
Tomonaga:

<latexit sha1_base64="VUeVUpqJtKyouoFv63l0WlYwDRQ="></latexit>

� = (4 ⇠ 7) ⇥ 1012 cm�1

Yukawa:
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� =
mec

~
⇠ 3 ⇥ 1010 cm�1

RIKEN and Osaka : frontier centers in Japan

1949

大阪に行かれる由・・・ 
・・・いよいよいいでせうね

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="> taAlo5kHlJ5q5jlgXXp3F8R2KyCzyJNW6AUTySrxsJvsSeqMlaA8mQ3bJiUIdjSrKuoG9VRAo03X2oY/35cuTIT8Gs296M2JvS3r1D2vWlUV8anfIjNXfuIkViWjHa8TC36D/vQhIngGAF1eyfYn6HvRX6bXWdACZ2JE9gt63x3Gp4LllyvcV7iGLi/YgMiwn8wJace3A+Jmcf2OP5OrqrJnaubY3nNjCa4U6N53ciOn0MhJ0T+6Eud7lYoWJ9+nJHmLLeAKdRCfdldv+anMwxlr8JIT9xK5ef3LsvF8Yz2VwmO4OL8w4FTz9dpCt0DXHzNEX3aJoKyO8xvaP3tJ3aTn1OfUl9DaC9PSHnPEWe1I8/zx2wGQ==</latexit>

c� YITP (Kyoto U)

<latexit sha1_base64="NPS7wuxT4L4yxq+qqZCHxYIqNls="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)



9

From Tomonaga to Yukawa, 1935.1.23

Nishina’s exp. plan :  smash a nucleus with electrons 
   -> Tomonaga’s estimate: 

Miserably small number !

これは内証の話

“Nishina-san is too busy 
with radio interviews and 
magazine articles. 
Wish him to write up our 
paper quickly. 
Please keep it secret.”

Tomonaga complains:

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>
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Modern physics (quantum theory) : distant from daily life?

「近代物理学と常識」(1935.12.18)  for general public

Physics:  -> simpler, fundamental processes

-> regularity, how they occur, …

->  reasons, laws, …

QM - “probability”      Not random, it’s like

there are reasons for success, win/loss!
business, election

Physics is close to Common Sense.

Modern Physics and Common Sense

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>
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Yukawa concludes

In future

“Physics” must become important 

in understanding  “life”, “medicine”, and

probably  “soul”, “psychic phenonmenon”.

We are now in such an age.
<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>
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Ph.D. in 1938

1934.11
1st paper submitted

1937.11.15

application for Ph.D.

1938.4.5

Ph.D. confered from

Osaka Imperial Univ

時はきたり、博士号取得

第6章

1 ．ついに自信と確信を得た
　湯川は自身の最初の論文「On the Interaction of 
Elementary Particles. I」を主論文、その後1935（昭
和10）年から1937（昭和12）年に書いた 9編の論文
［博士論文 1］を参考論文として1937（昭和12）年11
月15日、大阪帝国大学に学位（理学博士）を申請し
た。理学部教授会は菊池正士を主査として審査する。
1938（昭和13）年 2月17日、教授会は学位を授与す
べきと査定し、大阪帝国大学総長に報告、総長より
文部大臣に学位授与認可願いが届け出される。

　1938（昭和13）年 4月 5日、大阪帝国大学より学位
が授与される。大阪帝国大学学位記授与者名簿には

昭和十三年四月五日
第五八四号　兵庫県
　　正七位　湯川秀樹　（理学部）

とある。このときの湯川は昭和11年 3 月31日に大阪
帝国大学助教授に着任、内閣より高等官六等に叙せ
られ、同年 4月15日に宮内省より「正七位」に叙せ
られていた［大阪大学　学位授与者名簿］。

博士論文 1　主論文と参考論文 9編（大阪大学総合学術博物館湯川記念室撮影）

大阪大学　学位授与者名簿　左は戦後に薄冊に取り付けられた表紙、右は湯川秀樹への授与記録が記された原本ページ
（大阪大学アーカイブズ蔵）

　不思議と思われるかもしれない。湯川秀樹が理学博士となったのは1938（昭和13）年である。大阪帝
国大学に赴任し、その後ノーベル賞に輝く中間子論文を発表したのは1934（昭和 9）年、それから 3年
半の歳月が流れていた。この間、研究は怒号のように進み、湯川は10編の論文を執筆、あまたの発表、
講演を繰り広げた。1937（昭和12）年11月15日、湯川は大阪帝国大学に学位（理学博士）を申請し、翌
1938年 4 月 5 日に学位を取得する。これを機に改めて若い人を束ね、意を決して新たな研究室活動に挑
む。

大阪大学　学位授与者名簿　左は戦後に薄冊に取り付けられた表紙、右は湯川秀樹への授与記録が記された原本ページ

44 45

時はきたり、博士号取得第 6章

<latexit sha1_base64="xhAMZE3Vv322viH9QHZV/jkQ8uA="></latexit>

c� Osaka U

<latexit sha1_base64="xhAMZE3Vv322viH9QHZV/jkQ8uA="></latexit>

c� Osaka U



13
　このとき提出された湯川の履歴書は毛筆で記され
た［学位 2］。事務部により活字になおしたものも用
意され、湯川は押印している。毛筆の原本は均整の
とれた美しい書体で綴られている。原籍（本籍）は
「兵庫県西宮市越木岩字幸保山295番地ノ33」であ
る。この本籍は郵便宛先には滅多に使われず、湯川
は「西宮市苦楽園」または「西宮市苦楽園バス停留
所の前」で代用していた。
　履歴には、「昭和 8年 5月13日、大阪帝国大学理学
部講師に嘱託さる」、「昭和11年 3 月31日、大阪帝国
大学助教授に任ぜられ」、「同年 4月15日、正七位に
叙せらる」とある。

　論文審査が開始される。当時の理学部は物理、化
学、数学の 3学科よりなり、合わせて14名の教授で
構成されていた。そのうち物理の教授は 5名である。

審査員は菊池正士（主査）と岡谷辰治が務める。菊
池がまとめた審査のまとめ（審査要旨）［学位 3］は
興味深い。 4ページにわたる記述で、学位論文の詳
細な分析と評価をなしている。

　まず、学位論文のタイトルに着目しよう。学位請
求申請にあたり、湯川は主論文、参考論文九篇の一
覧リストを縦書きの日本語で用意した。主論文のタ
イトルは「素粒子の相互作用に就て（英文）」となっ
ているのだが、菊池がまとめた審査要旨ではタイト
ルは「素粒子の交互作用に就て」となる。当時の菊
池の言葉遣いでは、相互作用は「交互作用」、陽子は
「プロトン」、電子は「陰電子」、反ニュートリノは
「逆ニュートリノ」であり、審査要旨でもこの言葉遣
いで一貫している。

学位 2　湯川自筆の履歴書（1937）（大阪大学アーカイブズ蔵）

　審査要旨は「プロトンと中性子との交互作用の考
窮（考究）は原子核の研究の根底をなすもので」と
の切り出しで始まり、原子核中の陽子と中性子の間
に働く核力と原子核が別の原子核に崩壊するベータ
崩壊過程の両方を矛盾なく説明できない当時の状況
を述べる。この困難を解決するために湯川が新しい
場、粒子を導入したこと、観測データをもとにこの
新粒子の質量が電子の質量の200倍程度と推定される
こと、そして当時の実験室内での実験では発生させ
ることは難しいが、宇宙線のごとき高エネルギーの
放射線を含む過程で発生しうるであろうと論理的に
解説している。
　その後、最終ページで述べられる菊池の評価が興
味深い。

（湯川の）「論文の第一の意義はプロトンと中性
子の交互作用の理論に新生面を開拓した点にあ
る」（が湯川の理論が受け入れられるかどうかは
今後の実験的研究を待たねばならず）「早急に判
断を下すことは不可能ではある」。（しかし、最
近宇宙線の研究で新粒子の発見が報告され）「湯
川氏の仮説は新しく論議の的となり類似の理論
が世界各国の学者によって提出さるる所を見て
も湯川氏が同種類の学説の第一の開拓者であり、
又その着眼点の妥当であったことをも裏書する
ものと云ひ得るであらう」（よって）「湯川氏は
理学博士の学位を受くる資格充分ありと認めら
れる」（括弧内は筆者の補足）

と結論している。

学位 1　（左）学位申請、審査に関する書類は「第八類一項一号　学位」にまとめられて保存されている。
（右）湯川が大阪帝国大学総長に提出した学位請求申請書（1937）（大阪大学アーカイブズ蔵）

50 51

時はきたり、博士号取得第 6章Yukawa’s curriculum vitae
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Judging of the Ph.D. thesis

　湯川も菊池も物理学における理論は実験観測によ
り検証され、確かめられねばならないことを深く心
に刻んでいた。菊池は湯川が最初にγ'ray（ガンマプ
ライム線）のアイディアを打ち明けた時から湯川理
論の成熟を強くサポートした。湯川の新粒子が宇宙
線の中に発見されたのは1947（昭和22）年である。

3 ．研究室日記（1938‐）に刻む
　湯川は1938（昭和13）年 4月 5日に大阪帝国大学
より学位（理学博士）を取得した。自信に満ち溢れ、
研究活動をさらに高めるために、この年より研究室
での勉強会、セミナーの記録を自筆でノートに取リ
始めた。改めて研究室での「理論コロキウム」を立

ち上げる背後には中間子論を展開し、物理学を牽引
していこうとする湯川の決意がにじみ出ている。

［研究室日記 1　「理論コロキウム」表紙と裏面］
　それがこの研究室日記「湯川研究室理論コロキウ
ム記録」である。表紙には湯川の字で、「理論物理学 
研究室記録（京大）」、「理論コロキウム 記録（阪大） 
1938-1939 I」と書かれている。ノート前半が大阪帝
国大学助教授時代の1938年 4 月21日から12月23日ま
での31回分の研究室活動の記録である。湯川は1939
（昭和14）年 5 月26日に京都帝国大学教授に任ぜら
れ、京都帝国大学理学部物理学教室に転任した。
ノートの後半は転任してからの記録である。表紙の
最初の 3 行と最後の「（阪大）」「1939」「I」の文字

研究室日記 1　「理論コロキウム」（1938-1939）表紙と裏面

は、京都帝国大学転任後に書き加えられたものであ
る。表紙の裏面には

　「理論物理コロキウム　記録　大阪帝大　1938」

と記されている。

［研究室日記 2　第 1回と第 4回］
　最初のうちは日時、場所、集会者名、トピックだ
けの簡単な記録である。第 1 回は1938年 4 月21日
（木曜）午後 1時30分より湯川の居室で開かれた。当
時湯川は助教授であり、講師の坂田昌一と小林稔、
助手の武谷三男、大学院生の岡山と裵（Hai）、学部
生の谷川の計 7名が集合したとある。湯川より大体
の方針と分担について述べられた。（i）核力，（ii）宇
宙線，（iii）ベータ崩壊，（iv）フォーマリズムと分
けている。
　第 2回は 4月23日（土曜）、第 3回は 4月28日（木

曜）、第 4回は 4月30日（土曜）に開催された。かな
りの頻度である。第 4 回は 3 階の講義室で開かれ、
小林がプロカ（Proca）の論文を解説している。プ
ロカの論文はフランス語で書かれている。湯川と小
林はフランス語が読めた。プロカの論文では質量を
持ったベクトル場（スピン 1の粒子に対応）の理論
が展開されている。湯川は核力を媒介する粒子とし
て1934（昭和 9）年にスピン 0のスカラー場を導入
したのだが、どうもそれだけではうまく核力を説明
できないので、その一つの解決策としてベクトル場
を導入することを検討していた。実際、この年の秋
には坂田、小林、武谷とベクトル中間子の核力理論
を展開することになる。そのために必要な知識を獲
得しようとしていたのである。

学位 3　菊池正士による審査要旨（1937）（右： 1ページ目，左： 4ページ目）（大阪大学アーカイブズ蔵）

52 53

時はきたり、博士号取得第 6章

Jury report (4 pages)

Jury committee:  1937.11.15
Report submitted to Faculty meeting : 1938.2.17
U. President -> Minister of Education: 1938.2.25
Ph.D. confered to Yukawa:  1938.4.5 Principal juror:  S. Kikuchi

*It is premature to make a 

  judgment. Need to be confirmed 

  by exp. or observation.

*C. Anderson/Neddermeyer’s

discovery (1937)

*Yukawa is qualified for a Ph.D.

*Nuclear force & beta decay

*Yukawa’s proposal of

   a new particle of 

*Can be produced in cosmic rays
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第3部
いかに論文を
練り上げるか

26-32歳、大阪帝国大学時代

第4部
日本の「博士」に
─ノーベル賞受賞

42歳、1949年
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Notes, notes, notes 

Theory of Positrons   1935.1.6

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>

c� YITP (Kyoto U)



17

Slowing down of neutrons by thin plate 1936.7.4

Heavy Quantum and Cosmic Ray 1937

<latexit sha1_base64="UaPyTyjIuszSAmUoT2+sb6G09/U="></latexit>
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(Entropy in Q    )

Irreversible Property of Quantum Mechanical Ensemble


                                1935.6.13
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Dirac sea
Infinite negative charges filled in the vacuum ?

1936.4.21

Yukawa:

electron field                     sea

positron field                     sea

<latexit sha1_base64="VO/aMRjvR9REHUZFe5SMPGP7kfo="></latexit>
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offset

Notion of charge conjugation : yet to be found
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C

Submitted to Phys Rev   ->  Rejected
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The new particle in cosmic ray
by Yukawa, Sakata, Taketani  : submitted to Phys Rev (1937.10.22)

Referee (associate editor):

1) p-p, n-n int. too small

2) spin dependence in nuclear force

3) anomalous mag. moment of p, n

Rejected (1937.12.2)

U particles:  nuclear force & cosmic ray

Yukawa et al:

1) neutral meson necessary 

3) anomalous mag. moment of n :

    quantum effect

<latexit sha1_base64="S0+pNynk04NA8CZnQgg2jTqXda8="></latexit>
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Even in 1937 Yukawa’s meson theory:

not accepted by most physicists
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Meson theory in perspective

1939.4.3 Japan Phys-Math Soc Meeting in Kyoto

— special session on Mesotrons —

talk 30. Yukawa : summary & outlook

   31. Nishina

   32. Tamaki-Ozaki

   33. Kobayashi-Okayama

   34. Kobayashi-Okayama

   35. Sakata-Tanigawa

   36. Yukawa-Sakata

   37. Yukawa :  On the limits of field theories

<latexit sha1_base64="cglGyEf3317JuOKDdzRa3QJQ2qc="></latexit>)

Yukawa’s group

Starts in a pessimistic tone;
Our group does not have anything worthy to present.
Many difficult problems.  Something beyond QM may be necessary.

Brilliant summary:  the status of the meson theory

talk 37: infinities in quantum corrections in FT
Yukawa  v.s.  Tomonaga
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Yukawa’s endeavor in physics

He struggled and educated colleagues/strudents/public.


With passion and a sense of mission.

Osaka Imperial University period

1933-1939   Age 26-32

Vision for the future
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